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脳内における皮膚感覚の知覚（触知覚）メカニズムには未だ不明な点が数多く残っています。例えば、脳

内のどの回路が知覚に関連するのか、回路間での情報の流れおよびどの神経活動が知覚の内容を表すのか

等はまだ解明されていません。近年、我々は触知覚に必須な脳回路の同定に成功しています。この回路を

選択的に抑制すると、マウスは正確な触知覚が得られません。例えば、ツルツルした床とザラザラした床

とを区別できなくなります。また我々は、この回路が睡眠中にも活性化することを発見しています。ノン

レム睡眠（深い眠り）中にこの回路を抑制すると、触知覚の記憶が阻害されます。本講演ではこれら知見

の概要を紹介するとともに、触知覚のセントラルドグマの解明に向けた取り組みを紹介します。

主催：神戸大学医学研究科薬理学分野（連絡先: 078-382-5443）
共催：シグナル伝達医学研究展開センター Neuroscience Network in Kobe
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